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　日本自動車工業会はٸٹ業務の高
度化と体制ॆ実に向け、ࣛࣇ島ݝの
ԭӬ良෦༩࿦地۠（༩࿦島）広域
事務組合ফ๷本෦に「トヨタ ハイ
メディック�WD」、෱Ԭݝの中間
市ফ๷本෦に「日産 パラメディッ
ク�WD」を寄ଃしました。ফ๷ி
のཁ੥をडけ、自工会から地方自
自動車の寄ଃはত࿨ٸٹ体への࣏
��ï1�6�ð年から࢝まり、今年度
で寄ଃ車両਺は770୆（ٸٹ車両
6�3୆ʗ高֨ن車両77୆）になり
ました。寄ଃઌはফ๷ிからのਪન
でܾめ、寄ଃしたٸۓ車両は地域ҩ
ྍの現場で活༂しています。
　ྩ࿨3ï2021ð年度中のٸٹ出
動݅਺、搬ૹਓ員はともに増加し
ました。同年൛「ٹ・ٸٹॿの現

自動車によるٸٹ、によると「گ
出動݅਺は 61�ສ3
581݅（前年
ൺ�.��増）。このうち交通事故は
36ສ8
��1݅（前年ൺ0.6�増）
でした。また、搬ૹਓ員は 5��ສ
1
7��ਓ（前年ൺ3.7�増）。この
うち交通事故は3�ສ573ਓ（前年
ൺ0.5�減）です。
　ա20ڈ年における事故種別のٹ
成ൺߏ出動݅਺および搬ૹਓ員のٸ
の5年ごとのਪ移は、「ٸප」は増
加している一方で「交通事故」は減
少しています。ٸٹ自動車は、໿ 
5.1ඵに１回のׂ合でୂٸٹ員が出
動し、国民の23ਓに１ਓが搬ૹさ
れたことになります。
　ྩ࿨３ï2021ð年４月１日現ࡏの
業務体制は、ফ๷本෦ɿ723ٸٹ

本෦、ٸٹ業務実施市ொଜɿ1
6�0
市ொଜ、ୂٸٹ਺ɿ5
ٸٹ、328ୂ
ୂ員਺ɿ̒ສ5
853ਓ、ٸٹ自動車
਺ɿ6
5��୆ʗうち、高ٸٹ֨ن
自動車6
�36୆（前年: 6
�52୆)と
なっています。
　自工会の૯合੓策領域領域長のԬ
ਈ一࿠はこの活動について「国民の
安全安心なੜ活をकっていただくٹ
の業務にඍ力ながら貢献できるよٸ
う、これからも最新設備を搭載した
車両をೲೖしていきたい」と意ٸٹ
ٛをޠりました。

自工会、
高ٸٹ֨ن車を寄ଃ

▼�ԭӬྑ෦༩࿦஍区޿Ҭࣄ຿組߹ফ๷ຊ෦でのडೲࣜ

�ߴ�▼ 車「日産パラメディック」ٸٹ֨ن

▼�த間市ফ๷ຊ෦でのडೲࣜ

⾢自޻会
　૯߹੓ྖࡦҬྖҬ௕
���ԬਈҰ࿠ 寄贈

自工会、
今年も高規格救急車を



夏 Vol.57
JAMA

2023
SUMMERSUMMER

+AMA(AZ*NEは
自޻会8E#αイト͔Βも
͝ཡ͍たͩけま͢
www.jaNa.or.jp/lib/
jaNaHa[ine/index.ItNl

1 会見には会長・副会長・理事の9名が参加した
2 ３月にいすゞ 自動車が「エルフ」の新型車にEVを設定。３社

のEVトラックが出そろった
3 日産はEV「日産アリア」や電動パワートレイン「X-in-1」を

紹介
4 20年ぶりに日本で開催された第27回自動車安全技術国

際会議（ESV国際会議2023）
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12 2023年はトラックのEV元年に

18 二輪車の祭典、モーターサイクルショーが大阪・東京・
名古屋で開催

14 ̕年間の集大成ʂ
SIP自動運転第２期、最終成果発表会を都内で開催

22 旧車展示イベントで振り返る「昭和の車」
26 レースで実証　カーボンニュートラル燃料
30 「第27回自動車安全技術国際会議」

（ESV国際会議2023）が20年ぶり日本で開催
  自動車メーカーも技術をアピール

32 リ̟ーグ30प年
日本サッカー支えた自動車メーカー発祥チーム

34 ４年ぶり開催「GO OUTジャンボリー2023」
会場でฉいたオートキャンプのָしみ

36 電動化や運転支援の最新技術でڝԋʂ
人とくるまのテクノロジー展2023 YOKOHAMA

39 ň日ຊのCNに向けた取り組みに͍ͭͯੵۃతにアϐール」ฤ集هޙ
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08 G7サミットに合わせ自工会が会見
カーボンニュートラルを多様な選択肢で
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日本らしいカーボンニュートラルを発信!
自޻会が(޿�ౡαϛットでイベント
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商用・෺ྲྀྖҬのCNの展示

自工会がG7広島サミットでイベント

　商用・෺ྲྀ領域では燃料電池（FC）
トラックと電気トラック・HEVタクシー
を展示しました。FCトラックは日野自
動車の大型トラック「プロフィア」とい
す 自ゞ動車の小型トラック「エルフ」を
ベースにした̎୆です。走行ڑ཭が長

いトラック、特にॏ量のॏい大型は、
電気自動車（EV/BEV）よりも燃料電
池車（FCV/FCEV）の方がదしている
と考えられています。展示したこれら
の車両は、トヨタ自動車やいすゞ自動
車などが参画するコマーシャル・ジャ
パン・パートナーシップ・テクノロジーズ

（代ද取క໾社長中ౢ༟थ、C+PT）
を通じ、2023年から෱島ݝと౦ژ౎
で実証実験に使われています。
　走行ڑ཭がൺֱ的୹い軽の商用車
や小型トラックは、EVとの૬性が良
いとされています。今回のイベントで
初公開したのがスズキ、ダイハツの小
さなクルマͮくりのノウハウとトヨタ
の電動化技術を༥合し、3社で共同開

　自޻会は̑月に޿ౡݝで開催͞Εた(�αϛット（ओཁ カ̓ࠃट೴会ٞ）に߹Θͤ、ͻΖしまήートパークプラβ（޿ౡ市
த区）などで「DiveSTiUZ�iO�CBSCPO�NeVUSBliUZʕカーボンニュートラルにも、ଟ༷ੑを。ʕ」と୊したイベントを開催
しました。カーボンニュートラル（CN）を実͢ݱるためには、ి を஍Ҭのエωݯやਫૉ、߹੒೩ྉなどの͞ま͟まな動ྗؾ
ルΪーࣄ৘やニーズにԠͯ͡使͍෼けるඞཁが͋りま͢。会һ各社が約35୆の実験車྆や市ൢ車などを展示し、ࠃ಺֎
のใಓਞやҰൠの来場者に日ຊΒし͍CNの目ࢦしํを発৴しました。

　৐用車、軽自動車、商用車、二
輪車の新しいモビリティを「商用・
෺ྲྀ領域のCN」「水素」「CN燃
料」「BEVκーン」「走るָしさ」
「日本の軽」といったテーマ別
に、会場に展示しました。
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動バイクとして、スズキが実証実験に
使用している「バーグマン」の電動バ
イクを初൸࿐しました。搭載する電池
はホンダの「モバイルパワーパック」
です。会場にはこの電池を搭載したコ
マツの小型ショベル機やヤマハ発動
機の次世代モビリティも展示しました。
　CNでܽかせない視఺がอ༗車か
らの二ࢎ化୸素（CO2）排出࡟減で
す。そこで期待されているのが燃料
のCN化です。イベントでは燃料メー
カーであるENEOSやユーグレナも
参加し、合成燃料やバイオディーゼル
燃料といった非化ੴ燃料について説
໌しました。会場ではマツダがバイオ
ディーゼルを使用するディーゼル車̎
୆を展示しました。
　日本のڧみである内燃機関を࢒す
方๏の一つとして、にわかに஫目さ
れているのが水素エンジンです。今
回のイベントではトヨタがレースに出

発したBEVシステムを搭載した軽の
商用EVです。パッケージングを工෉
し、ベース車両のダイハツ「ハイゼッ
ト」とมわらない積載量を֬อしたこ
とが特௃で、ߤଓڑ཭は200kNを目
指すといいます。小型トラックではい
すゞ 自動車が「エルフ」のEVを展示し
たほか、三菱;そうトラック・バスが島
大田市で給৯配ૹ車に使われてݝࠜ
いる「̴ キャンター」を紹介しました。
　BEVκーンには軽自動車や二輪車
を中心に市ൢ車や実験車を展示しま
した。日産自動車と三菱自動車はࡢ
年発ചした「日産サクラ」と「e,クロ
スEV」を展示しました。車両だけでな
く、֐ࡂ時などの༧備電源としても使
用できるEVの活用๏や使用ࡁみリチ
ウムイオン電池をポータブル電源な
どの用途で࠶ར用する取り組みも紹
介しました。
　二輪車では、国内４社が連携しඪ準
化を進める交׵式電池を搭載した電

場している「水素エンジンカ
ローラ」を、カワサキモーター
スが二輪車用水素エンジンを
搭載した研ڀ用バΪー、レクサ
スがࢼ験車両の水素エンジン
バΪーを展示しました。
　地球Թஆ化๷止のためには、
ઌ進国だけでなく、今後、自動車
市場が֦ٸ大するとみられる新
。減もඞཁです࡟国でのCO2ڵ
その方๏の一つとしてスズキが
インドで取り組Ήのが、ڇ;ん༝
来のバイオメタンΨスの活用で
す。ڇの多い߫֎で大量に発ੜす
るڇ;んでバイオメタンΨスをਫ਼
製し、燃料として使用します。会場
ではこのCBG（ѹॖバイオメタン
Ψス）車を展示しました。
　自工会ではイベントに合わせ、ト
ヨタ・リサーチ・インスティテュート最
高経Ӧ੹೚者（CEO）のΪル・プラッ

ͻΖしまήートパークプラβの
自޻会イベント会場

#EVκーンでは軽E
Vの࣌֐ࡂの׆用や

使用ࡁみి஑の׆用
๏も紹介

૸るָし͞のコーφーにはカϫαキモータースのਫૉエンジンバΪーも

ి動バイクではスズ
キの「バーグマン」（

実証実験車྆、ӈ）
、ホンダの「EM1e

�」を展示
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バイΦ೩ྉや߹੒೩ྉもCNのखஈ

ㅨメディアに日ຊಠ自の軽自動車を
　アϐールした

長）、ླ ໦ढ़޺（スズキ社長）、ยࢁਖ਼
ଇ（いす 自ゞ動車社長）、日∁঵ത（ヤ
マハ発動機社長）の副会長５ਓ、ؙ 本
໌ཧ事（マツダ社長）と報道ਞのやり
取りは次の通りです。
ʕ「ଟ༷なબ୒ࢶ」にର͢るཧղは
ਐΜで͍ま͔͢
内田副会長「国ごとに最దな選択肢
をとる΂きというཧ解は進んでいる。
自動車だけでなく全体を見ないと୤
୸素はޠれない。日本もいろいろな課
題があるため、֞ ࠜを௒えた話をしな
いと本౰のCNにはならない」
ʕॏཁ߭෺の֬อも՝୊で͢
日∁副会長「一൪避けたいのは資源
֫得のためのおかしなฆ૪になるこ
とだ。ୈ二次世界大ઓはエネルΪー
のୣい合いから࢝まったଆ面がある。
地球上にどれくらい資源があるか、こ
れから開発にかかる時間࣠を考え、Պ
学的なエビデンスをベースにマイルス
トーンをஔくඞཁがある」

ʕઌਐࠃの࢛輪とアジアの二輪では
がҟなりま͢ڥ؀
日∁副会長「お٬さまへのՁ஋とい
う視఺と、気ީ໰題の視఺があり、൘
みのところもある。二輪は日ʑの通ڬ
学や通ۈに使われているコミューター
と、झຯの大型バイクでニーズが全く
異なる。झຯの大型バイクになったॠ
間に今のバッテリー༰量では難しくな
る。झຯの世界は燃料ܥのところで
何かイノベーションをىこしたい」
ʕCNをਐめる上でڝ૪とڠௐのߟ
͑ํは
ยࢁ副会長「ྫえば、ࡐ料面の仕様
共通化は進めたい。෦品メーカーも
ॿかる」
三෦副会長「ライフサイクルアセスメ
ント（LCA）のࢉܭख๏は、ݸ社でバ
ラバラだと出てきた஋が何者なのか
ということになってしまう。そこはن
֨化やඪ準化をしていくことにॏཁ
な意ຯがある。׭民一体で日本のओ

トࢯによるجௐߨԋや自工会副会長
らによるメディア向けラウンドテーブ
ルも実施しました。プラットࢯは、電
池のࡐݪ料不足などが想定される
中、地域に応じて最దな電動車を
提供するॏཁ性を改めて国内֎の
メディアに発信しました。ラウンド
テーブルに参加した、内田੣（日産
自動車社長）、三෦හ޺（ホンダ社

来場者にଟ
༷なखஈで

CNをୡ੒
͢る「マルν

パスウΣイ
」のํ͑ߟを

発৴
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の༏Ґੑは͍ߴとݴ
͑ま͢
ླ໦副会長「軽の使わ
れ方を考えたとき、軽
の性ೳをそのままEV
にஔき׵えるのは難し
い෦分もある。もともと
軽が࣋っている優れた
特௃をੜかしていけるようにしたい」
ʕバイΦマス（ੜ෺༝来）೩ྉのՄ
ೳੑは
ླ໦副会長「デジタルで か̌１かで見
るのではなくアナログの世界もॏཁ
だ。皆さんのഔ体も、これだけIT化し
ているのにࢴはなくなっていない。車
も同じだ。インドではڇが３ԯ಄いる
が、そのڇのฅをར用すれば３ઍສ
୆の車を動かせる。世界で見るとڇ
は15ԯ಄もいるため、１ԯ５ઍສ୆
を走らせることができる。多様性は
ॏཁだ」

ؙ本ཧ事「新車ൢചに対してอ
༗車両の୆਺は15ഒだ。อ༗車
からでるCO2は何もしなくていい
のか。今はまだ フ̴ューエルもバ
イオ燃料も大量ੜ産する技術が
できていない。時間࣠をみながら、
きちんとマッチングさせていくඞ
ཁがある」

ுをଧち出し、グローバルスタンダー
ドにするのが最終的なΰールだ」
ʕ(�αϛットでマルνパスウΣイを
発৴͢るҙٛは
三෦副会長「非常に大事な話だ。EU

（Ԥभ連合）がEV一ล౗にݻまりつ
つある中で̴ フューエルをೝめた。多
様な選択肢がॏཁであることに気ͮ
き࢝めている。G7のCO2排出量は世
界全体の一෦にաぎない。そういう中
でCNを実現するためにマルチパス
ウェイをओுしている」
ʕਫૉのՄೳੑはど͏でしΐ͏ ͔
ยࢁ副会長「燃料電池はやはり（水素
の）ॆ てんスピードの速さがັ力的だ。
トラックはどれだけڑ཭を走っても商
ചにならない。荷෺を積んで初めて商
ചになる。（EVと）どちらが優れている
というわけではなく、その特௃をどう
お٬さまが使うかということだろう」
ʕ-CAでݟΕ͹、ͦ もͦも軽自動車

自工会、
G7広島サミットにあわせ
カーボンニュートラルの
取組を世界にアピール

トヨタ・リαーν・インスティテュートの
Ϊル・プラットCEOがߨԋ

ླ、∁日、ࢁ಺ా、三෦、ย、ࣄΒؙຊཧ͔ࠨ）会෭会௕Β޻ౡに集݁した自޿ ໦、の各෭会௕）
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▲会ݟには�໊の෭会௕と1໊のཧࣄも出੮

　自޻会は5月18日、Φンラインで会ݟを開催しました。޿ౡでのओཁ�カࠃट೴会ٞ（(�αϛット、5月1�
～21日）開催に߹Θͤ、自޻会会һ各社がͭ࣋୤୸ૉ技術を披露し、カーボンニュートラル（CN）実ݱに向
けたଟ༷なબ୒ࢶを示͢ํ਑を໌Β͔にしました。๛ాষஉ会௕（トヨタ自動車代ද取క໾会௕）は「͜Εͩけ
ଟ༷な自動車会社がଗ͏ࠃは͋りまͤΜ。技術のଟ༷ੑͦ͜日ຊの自動車産ۀのڧみ」とڧௐしました。

カーボンニュートラル
Λଟ༷ͳબ୒ࢶで

(�αϛοトʹ߹Θͤࣗ޻ձ͕ձݟ
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　日本がٞ長国となった今年のG7サ
ミットでは、ロシアによる৵߈が長期化
しているウクライナのゼレンスキー大
統領がٸᬎ来日するなど世界ฏ࿨が
最大のテーマとなりました。
　会見で๛田会長は、今回のG7サミッ
トについて「ඃര地・広島でG7各国が
世界ฏ࿨と࣋ଓ的発展についてٞ࿦
するのは大きな意ٛがあると考えま
す」とड़΂、さらに「h 地球にੜきるす΂
てのਓのฏ࿨な฻らしを支えたい 。ɦそ
れは།一のඃര国である日本の自動
車産業のࠜఈにあるࢥいです」とޠり
ました。広島が本ڌ地のマツダは、ඃ
രからわͣか�カ月後にオート3輪の
ੜ産を開࢝し෮ڵに大きく貢献しまし

た。SUBARUは自転車や೶業機械、ト
ヨタはುをつくるなど、෮ڵを目指して
取り組んできました。
　今回のG7サミットでは、気ީม動や
エネルΪー໰題についてもٞ࿦されま
した。�月にࡳຈで開かれたG7気 ・ީ
エネルΪー・環ڥ૬会合では、2035
年までにอ༗車両から出る二ࢎ化୸
素（CO2）を2000年ൺで൒減させる
ඞཁ性に৮れました。一方で、CNに取
り組Ήख๏を८って国や地域の間で
こっています。特にԤถはىҾきがߝ
電気自動車（EV/BEV）のൢച目ඪを
求めています。こうしたঢ়گを౿まえ、
Ӭ௩੣一副会長（自工会専務ཧ事）は

ຈでの会合は最終的にバランスࡳ」
が取れたએݴになったとฉいていま
す。各国それͧれのཱ場のҧいはあ
りますが、共通しているのはh す΂て
の国がCO2の排出量を減らす とɦいう
ΰールに向かったٞ࿦をॏͶているこ
とです」と説 し໌ました。
　こうした中、自工会はG7サミット

の開催に合わせ、国ࡍメディアセン
ターにྡ接する「ひろしまゲートパー
クプラザ」などでCNの幅広い取り組
みを紹介するイベント「DiverTitZ in 
Carbon NeutralitZ-カーボンニュー
トラルにも、多様性を。-」を開催しま
した。৐用車や商用車、軽自動車、二
輪車を含めたフルラインナップ、商用
の燃料電池車（FCV/FCEV）など໿
35୆を展示。水素や合成燃料、バイ
オ燃料といったエネルΪーの多様性
についても৮れました。Ӭ௩副会長
は会見で「各地域の特௃、ྫ えばエネ
ルΪー環ڥঢ়گとか自વ環ڥとか、
技術の進展とか、各地域の特௃を౿
まえた電動化に取り組んでいきます」
とड़΂ました。
　商用車も長ڑ཭移動する大型ト
ラックから小ޱ配ૹ向けの軽バンま
で車型はさま͟まです。ยࢁਖ਼ଇ副
会長（いす 自ゞ動車会長）は「商用車
はバッテリーベースということではな
く、使われ方や使われる環ڥを考え

▲Φンラインで会͢ݟる会௕の๛ా

カーボンニュートラル
Λଟ༷ͳબ୒ࢶで
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たときに多様な技術がඞཁというこ
とをཧ解してほしい」と話しました。ま
た、車体がコンパクトで軽量な二輪車
は電動化が難しいとされています。日
∁঵ത副会長（ヤマハ発動機社長）は

「EVはओにスクーター中心のݪ෇バ
イク領域が最もૣいとࢥいますが、౰
વ大型バイクも含めてバッテリーの
可ೳ性を追求しています。また、国内
二輪メーカー�社で、今のオートバイ
の内燃機関ベースの水素燃মも研ڀ
しています」とड़΂、二輪車でもCN
に向けた多様な選択肢を模索してい
ることを説໌しました。
　今回のG7サミットでは、౦ೆアジア
や「グローバルサウス」とݺばれる新
国との連携もয఺の一つとなりましڵ
た。ຒ蔵資源や電源ߏ成が異なる国や
地域の実৘に合わせて、新ڵ国でも֬
実にCO2を減らしていくためには日本
が࣋つ多様な環ڥ技術がੜきてきま
す。三෦හ޺副会長（本田技研工業社

長）は会見で「将来的な技術、イノベー
ションはܾして൱定されるものであっ
てはならない。可ೳ性を๏ن制で制ݶ
することはあってはならない」と話しま
した。
　インドで市場シェアトップのスズキ
は、同国でのCNを後ԡしするためバ
イオΨス事業にணखしています。ླ ໦
ढ़޺副会長（スズキ社長）によると「ڇ
10಄分のڇฅでクルマを1日分動か
せる。インドはڇが3ԯ಄いるので3ઍ
୆動かせる」とݴいます。EVのීٴに
はװج෦品である駆動用電池のコスト
や資ࡐ不足が指ఠされています。ླ ໦
副会長は「電動化だけでなくエコシス
テム活用することでCNに対応できる」
と話します。
　会見では、今ळ開催༧定の「ジャパ
ンモビリティショー2023」の開催֓
ཁについて記者から࣭໰が出ました。
内田੣副会長（日産自動車社長）から

「h みんなでະ来を࡞る場 をɦコンセ

プトに、自動車業界からのアクティビ
ティの一方通行ではなくお٬さまとと
もにະ来を૑っていく、100ສਓ参加
できるࡇయを目指しています」と説໌
がありました。メインコンテンツの一つ
は、「TokZo Future Tour」です。自
動車産業の࿮を௒えた「オールジャパ
ン」で最新の技術を集結し、ະ来の౦
体験できるコンテンࣅのੜ活がٙژ
ツに࡞り上げていく༧定です。また、将
来のモビリティを支えるスタートアップ
もショーに集まり、共に成長するコンテ
ンツを展開します。内田副会長は「世
界の༗ࣝ者が集まりさま͟まな֯度
でモビリティのະ来についてٞ࿦する

ʰモビリティのダボス会ٞ のɦようなも
のにしたい」とも話しました。

▲技術のଟ༷ੑが日ຊの自動車産ۀのڧみ

日本自動車工業会
記者会見
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月2 �日、自工 会は「 + ap an 
MobilitZ SIow 2023」（10月

26日ʙ11月5日に౦ژビッグサイト（౦
౦۠）で開催）の企画֓ཁ説໌ߐ౎ژ
会をオンラインで開催し、コンセプトとロ
ΰを発දしました。౦ژモーターショー
からੜまれมわる新たなショーは、「み
んなで一ॹにະ来を考える場」をコンセ
プトに、100ສਓを௒える来場者が集ま
る世界最大ڃの「モビリティとエンター
テインメントのࡇయ」を目指します。
　新たなショーは、「Future」「Green」

「DreaN」をキーワードに、「モビリティ
産業だけでなく日本の産業全体でະ来
をඳく」「カーボンニュートラルを目ඪと
して地球と共ଘする社会を૑଄する」

「ເ見る力がワクワクするະ来をつく
る。」との想いをࠐめました。
　長田।モーターショーҕ員会ҕ員
長（トヨタ自動車ࣥ行໾員）は、「୯に
各企業が目指したいະ来を一方的に
お見せするのではなく、お٬さまと一
ॹに、本౰に目指したいະ来を考え
る場となるよう実施してまいります」

とड़΂、さま͟まなਓや企業が参加す
るショーにしたいとのࢥいをޠりまし
た。ロΰは「オールジャパンでܨがり、
力し、日本を動かし、世界へ発信しڠ
ていく、それͧれのݸ性がࣃ車のよう
にטみ合い、ະ来へと進んでいく」と
いう想いをද現しています。
　会場では「+apan MobilitZ SIow」
へੜまれมわった৅௃となる3つのシ
ンボルコンテンツを用意します。1つ目
の「TokZo Future Tour」は、モビリ
ティを࣠にしてมわっていくະ来の౦
を、光と音とө૾、そして実෺で体感ژ
できるコンテンツです。੢展示౩の1֊
を使い、LIFE、EMERGENC:、PLA:、
FOODの�つのシーンでモビリティがม
えるະ来をද現します。
　 2つ目の「Star t  up  Fu ture 
FactorZ」では、日本最大ڃのピッチコ
ンテスト̱ アワードやビジネスラウンド
テーブルなどを企画しています。モビリ
ティ産業のະ来を୲うスタートアップ企
業と、日本を代දする企業、そして来場
者の皆さまが出会い、「モビリティ産業

のະ来を୲うスタートアップをҭ成する
場」にしてまいります。
　3つ目はトークショー「+apan Future 
SeTTion」です。モビリティにまつわるさ
ま͟ まなテーマで連日開催します。世界
的にも関心の高いトークテーマを取り上
げることで、世界から஫目されるグロー
バルイベントを目指します。また、ॊらか
いテーマも取り上げ、ࢠどもから大ਓま
で しָめるトークショーにします。
　そのଞ、ࢼ৐会やデモランのほか、

「Out oG ,idZania」やe-MotorTportT
の大会といったイベント、౦ژオートサロ
ンや日本スーパーカーڠ会との連携企
画など、クルマ・バイクファンにも しָんで
いただけるコンテンツも準備しています。
ۙྡイベントとも連携し、100ສਓの来
場を目指します。

+APAN MOBILIT: 
SHOW 2023 
企画֓ཁ説໌会

̑

+BQBO�.PCJMJUZ�
4IPX�����ͷ
࠵ը֓ཁઆ໌ձΛ։ا
ίンηϓト͸ʮΈΜͳでҰॹʹະདྷΛߟ Δ͑৔ʯ ը֓ཁをઆ໌͢るا▲

　௕ా।モーターシϣーҕһ会ҕһ௕（ӈ）

▲+BQBO MPCiliUZ SIPX 2023ロΰ
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　小型EVトラックの活用が見ࠐま
れるのが、「ラストワンマイル」とݺ
ばれる୹ڑ཭用途での෺ྲྀです。現
཭を走行しよڑの電池の技術で長ࡏ

うとすると、大༰量の電池を使用す
ることになり、荷෺の積載量に制ݶ
が出たり、コストが大幅に上ঢしたり
する可ೳ性があります。しかし、１日

౰たり100キロメートルఔ度の用途
であれば、こうした໰題は少なく、ト
ラックをEVにஔき׵えることが可ೳ
です。17年に三菱;そうが国内初の

トラックの
2023年
は

EV元年に
　日産自動車と三菱自動車がීٴՁ֨ଳのిؾ自動車（EV�#EV）を発ചした2022年は৐用車の「EVݩ年」
とݴΘΕましたが、23年はトラックのEVݩ年になりͦ͏で͢。͢でに小型EVトラックを発ചし͍ͯる三菱;
ͦ͏トラック・バスや日野自動車にՃ͑、３月に͍͢ʎ自動車が「エルフ」の新型車にEVをઃ定しました。３
社のEVトラックが出ͦΖͬた͜とにΑり、෺ྲྀۀࣄ者などにΑるEVトラックの׆用֦大がظ଴͞Εま͢。
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量産EVとして「eキャンター」を発ച
し、カーボンニュートラルの機運が高
まるにつれ、トラックでもEVへの஫
目度が高まってきました。
　日野といすゞの追ਵで、いよいよ
出そろった３社のEVトラックです
が、その商品性はさま͟まです。ྫ
えば、日野「デュトロZ　EV」の特௃
は、ウォークスルーߏ଄であること
です。プロペラシャフトがないことを
前提にしたEV専用のプラットフォー
ムを採用したことで、床面に電池を
ෑき٧めるߏ଄とし、車室内の床面
のฏ面化と低床化を実現しました。
宅配ドライバーの負୲を軽減できる
ため、大खの宅配事業者がಋೖし࢝
めました。
　一方、いす はゞ、商用車に求められ

る多様な使い方に対応するEVを発
ചしました。ディーゼルトラックと共
通のプラットフォームを採用すること
により、ै 来の使われ方をଛなうこと
なく、幅広い用途のՍ૷に対応でき
ます。
　ઌ行する三菱;そうも、新型のe
キャンターを発ചしました。初代を使
用してきた٬ސのཁ๬を౿まえ、ߤ
ଓڑ཭や૯ॏ量の異なる28型式を
ラインアップし、多様なニーズに応え
る考えです。
　商品の開発もさることながら、小
型EVトラックで各社が力をೖれるの
が、EVಋೖにあたっての෺ྲྀ事業者
のࠔりごとを解ܾするための提案で
す。EVを初めてಋೖする෺ྲྀ事業者
が大൒を઎める中、ॆ 電ثの設ஔや

EV用のリース、電ܽ時に発ੜしたඅ
用をิరするอݥなどのサービスを
通じてಋೖへの不安解ফをਤります。
　産業෦໳別の二ࢎ化୸素（CO2）
排出量のうち、໿2ׂを運༌෦໳が
઎めており、その大൒は自動車から
排出されています。෺やਓの༌ૹに
使用されるトラックやバスは、୆਺こ
そ৐用車にٴびませんが、Քಇ཰が
高いため、環ڥ性ೳが高い車両を１
୆ಋೖすることの効果は、৐用車よ
りも大きいものがあります。
　もちろん、৐用車同様に、ॆ 電イン
フラの੔備や電池のコストなどの課
題がまだまだ࢒るのも事実です。30
年に小型商用車で20ʙ30ˋとする
੓෎のEVൺ཰の目ඪୡ成に向け、
23年はॏཁな１年になりそうです。

▲͍͢ʎは「エルフ」にEVをઃ定

▲今य़発ചした三菱;ͦ ト͏ラック・
バスの新型「eキϟンター」

のઃஔなど、EVثిॆ⾣
ಋೖに౰たͬͯの各छ
ఏҊにもྗをೖΕる

▲日野「デュトロZ　EV」はウΥー
クスルーߏ଄で௿চԽを実ݱ
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ֳ෎のઓུతイノベーシϣ
ン૑଄プログラム（S*P）ୈ

自動運転（システムとαーϏスظ2
の֦ு）の最ऴ੒Ռ発ද会が、3月
�、8日の2日間、౦ژ・ळ༿ݪUDX
で開催͞Εました。S*P自動運転は
2014年౓にୈ1ظ（自動૸ߦシス
テム）が࢝まり、18年౓͔Β22年౓
までのୈ2ظでは、「システムとαー
Ϗスの֦ு」をテーマに、実証実験
やج൫技術の開発、社会ड༰ੑのৢ
੒、ࡍࠃ࿈ܞなどの՝୊に取り組Μ
できました。�年間の集大੒となͬた
今回の発ද会には自動車ۀքのؔ
者をは͡め大੎の人が๚Ε、自動܎
運転の最新動向に৮Εました。
　S*Pは、αイバーۭ間（Ծ想ۭ
間）とフィジカルۭ間（ݱ実世ք）
をߴ౓に༥߹͢る͜とにΑり、社会

՝୊のղܾとࡁܦ੒௕をཱ྆͢る
「SPDieUZ5.0」を実͢ݱるため
の੓෎の取り組みで͢。車ࡌや࿏
ଆのセンαーでऩ集した大ྔ͔ͭ
ଟ༷な৘ใをαイバーۭ間でೝ஌
し、人޻஌ೳ（A*）が൑அをͬߦた
上で車を自動૸ͤ͞ߦる自動運転
は、ま͞しくSPDieUZ5.0をମݱ
͢るテーマとしͯ取り上͛ΒΕまし
た。಺ֳ෎のԼでਪਐ͞Εたプロ
ジΣクトは、ࡁܦ産ۀল、ࠃ౔ަ௨
ল、࡯ܯி、૯຿লのؔ4܎লிが
࿈ܞし、ଟくのۀاや大 機ڀݚֶ・
ؔもࢀՃしたըظతな取り組みと
なりました。

　7、8日に行われたSIP自動運転シ

ンポジウム（1ʙ3෦）には、SIP自動
運転プログラムディレクター（PD）を
務めたר׉ਗ਼ࢯޗらがొஃしました。
　SIP自動運転ୈ1期が࢝まった1�
年ࠒ、すでにւ֎੎は自動運転技術
の開発でઌ行していました。ࢯר׉
は、「日本はかなりのप回஗れだっ
た。イノベーションをىこさないとւ
֎に負けてしまうというة機感があっ
た」とৼりฦりました。
　SIP自動運転では、「安全」をୈ一
に取り組Ή΂き課題と位ஔ෇け、企
業ごとに開発を進める「ڝ૪領域」
と、オールジャパンで௅Ή「ڠௐ領
域」を໌֬にするところからプロジェ
クトを開࢝したといいます。ワーキン
ググループもཱち上げ、会社やཱ場
のִたりなく、自༝に意見をݴえる体
制をつくりました。

಺

　　　　 SIP
自動運転第２期、

最終成果発表会を
都内で開催

　　　　 SIP
自動運転第２期、

最終成果発表会を
都内で開催

4*1ࣗಈӡసγンϙδ΢Ϝ

９年間の集大成！
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　それでも、「最初はうまくいかな
かった」とࢯר׉はݴいます。লி
のนや༧֬ࢉอの難しさに加え、

「自動車メーカーをあまりרきࠐめ
なかったこと」がཧ༝です。自਎も
྅だった༗本建உサブプログラム׭
ディレクター（SPD）は「লிのॎׂ
り体࣭はւ֎も同じだが、日本はそ
れがさらにݻく、なかなか動かせな
い。（SIPのような組৫体では）Ԥभ
だとঁ性がߏ成員の൒分ۙくを઎め
るが、日本にはほとんどいないこと
も໰題だった」と指ఠします。
　ところが、౰時のट૬だった故・安
ഒ৾三ࢯが、「17年までに国内で自
動運転の実証実験を行えるよう๏
੔備を進める」とએݴしたことで風

向きが大きくมわりました。レベル�
（特定৚݅Լでの׬全自動運転）Ҏ
上の実現に向け、ૅج研ڀから社会
実૷までを一気通؏で୲うSIPへの
期待が一気に高まりました。
　16年に国内の自動車メーカー10
社や地ਤ会社が出資する「ダイナ
ミックマッププラットフォーム」（چ
ダイナミックマップج盤）がཱち上が
り、自動運転にඞཁな高ਫ਼度3次ݩ
地ਤデータ（HDマップ）を提供する
໾ׂを୲うことになったことは、SIP
の大きな成果の一つでした。
　ཌ17年には大ن模実証実験を
開࢝し、1�年には౦ྟژւ෦での
実証で、自動車メーカーやサプライ
ヤー、大学などが開発した自動運
転車を公道で走らせました。信号৘
報の取得や交通ن制のੜ成など、
自動運転社会を実現するためにඞ
ཁなインフラやデータ໢のߏஙに

૪ڝௐとڠ、って共༗することでߜ
の領域を໌֬にして実証を進めま
した。
　ਿ本༸一SPDは、SIPでの�年ۙ
い取り組みの大きな成果として、「ダ
イナミックマッププラットフォームの
設ཱと世界にઌ駆けてレベル3を実
現したこと」の2つをڍげました。一
方、新たに見えてきた課題もありま
す。SIP૑設౰初から携わってきた
国ཱ研ڀ開発๏ਓ೶業・৯品産業技
術૯合研ڀ機ߏの久間࿨ੜཧ事長
は、「自動運転にはどのようなデータ
がඞཁで、それをどの分野でどう使
うかをཧ解した上で集めないと意ຯ
がない」と話します。「Ձ஋があり、
つデータは、高Ձ֨でൢ࣋૪力をڝ
ചできるようにするなどし、データを
提供する事業者にもメリットがある
仕組みにすることがॏཁだ」と今後
の課題を説きました。

੝گのシンϙジウム会場

༗ຊݐஉαブプログラムディレクターר׉ਗ਼ޗプログラムディレクターਿຊ༸Ұαブプログラムディレクター

ୈ̍ظの大きな੒Ռ
「ダイφϛックマッププラット
フΥーム」のઃཱ

2023.夏号 15



　「SIPの中でҭまれたものを使っ
て、ιースコードをॻかなくても自動
運転の新たなコンテンツを࡞ること
ができる時代になった」と話すのは、
ティアフォーの加౻ਅฏ最高技術੹
೚者（CTO）です。ティアフォーは、ݪ
ଇ無料でར用できるオープンιース
の自動運転用OS「オートウエア」を
開発した会社です。18年にはトヨタ
自動車の開発ࢠ会社や൒ಋ体大खな
ども参画する、同OSීٴのためのஂ
体「オートウエアファンデーション」
に運Ӧओ体を移؅し、ティアフォーは
同OSのಋೖ支援やڭҭでऩӹを得
る事業を展開しています。

　30年ࠒの本֨的なීٴが期待さ
れる自動運転技術ですが、加౻ࢯ
が社会実૷に向けたポイントにڍげ
たのが൒ಋ体技術の進化と電動化
です。「5年も経աすればワンチップ
で自動運転を実現する時代になる。

（自動運転と਌࿨性が高い）EV（電
気自動車）の量産を進めることもॏ
ཁだ」とޠり、今後の方向性を示しま
した。

　自動運転車の開発で今、最も஫目
されている企業の一つが、ιニー・ホ
ンダモビリティです。センサーやエン
ターテインメントの知見を࣋つιニー
グループとホンダが組み、ط成֓೦
にとらわれない新しいモビリティの開

発を目指しています。25年に最初の
モデルを発ചする༧定です。
　同社の઒੢ઘ最高ࣥ行੹೚者

（COO）が目指す自動運転車両の姿
は、「目とࣖだけで動くਓ間のような
車」だとݴいます。同社は自཯型の自
動運転を目指すとしています。その
ために最もॏཁなのが「पғのೝࣝ」

（઒੢ࢯ）であるとし、ここにιニー
のセンサー技術をੜかす方਑を示し
ました。
　自動運転の社会実૷に向けては、
ਓ工知ೳ（AI）に対するྙཧ؍やड
༰性のৢ成という課題もあります。

「1社だけではなく、ෳ਺の企業や機
関が開発に携わること」をユーザー
の信པ֫得に向けたポイントにڍげ
ました。

間࿨ੜٱ
೶ۀ・৯品産ۀ技術૯߹ڀݚ機ߏཧࣄ௕世քॳの自動運転レベル3を実用Խしたホンダ「レジΣンド」

Ճ౻ਅฏティアフΥーCTO（ӈ）と઒西ઘιニー・ホンダモϏリティCOO（தԝ）

ϫンνップで
自動運転がՄೳに

A*にର͢るड༰ੑも՝୊
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　展示会では、ר׉PDのメッセージビ
デオが来場者を出迎え、自動運転が目
指す社会とはどのようなものか、その実
現に向けSIP自動運転では、どのような
取り組みを行ったのかを、パネル展示や
ө૾、実ࡍの実験車両の展示で紹介し
ました。
　ୈ2期はྟւ副౎心やट౎高速道
路で、一般道や高速道路での実証実験
を行いました。会場には実験に使われ
た車両も展示されました。また中ࢁ間地

域の移動課題
を解ܾするため、
レベル2（特定৚݅Լでの自動運転機
ೳ）૬౰の自動運転車の社会実૷も行
いました。
　開発やサービスのج盤ߏஙも進め
ました。Ծ想ۭ間で自動運転の安全性
を検証できる安全性ධՁ用環ڥプラッ
トフォーム「DIVP」を開発し、22年度に
「V-Drive TecInoloHieT」を設 しཱて
事業化しました。また、交通環ڥデータを
使った新たなサービス૑出のための交
通৘報ポータル「MD coNNunet」や、
ハッキングなどのڴҖから車をकるため

のサイバーセキュリティー、自動運転から
ख動運転に安全に移行するためのドラ
イバー؂視技術など、自動運転にܽか
せないج盤技術の展示が来場者の関
心をҾいていました。　
　�年間にわたる取り組みの成果は、経
 産業লと国౔交通লの「RoAD toࡁ
tIe L�」やSIPୈ3期「スマートモビリ
ティプラットフォームのߏங」にҾきܧが
れます。SIP自動運転は終了しますが、自
動運転社会の実現に向けた取り組みは
今後もଓいていきます。

தࢁ間஍Ҭでは自動運転車を社会実૷

来場者で೐Θͬた展示会場

実証実験の૸ߦ車྆のҰ෦

ө૾ɺύωϧɺ࣮ 車で
੒ՌΛ঺հ
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　二輪車のࡇయ、モーターサイク
ルショーが３月から４月にかけ、
大ࡕ、౦ݹ໊、ژ԰で開催されま
した。SNS（会員制交ྲྀサイト）
のීٴやコロナՒなどで二輪車に関
心を示すए者やঁ性が増加する中、
国内二輪車メーカー４社は、ී通二
輪໔ڐで৐ることができる125ʙ
�00ccのモデルをはじめ、多くの
新型車を൸࿐しました。会場はどこ
もࡢ年を上回る来場者でいっͺいと
なり、バイクファンの熱気にแまれ

ました。
　マスクのண用がݸਓの൑அにҕ
Ͷられるようになったそのि຤、
３月17ʙ1�日にインテックス大ࡕ
（大ࡕ市住೭۠ߐ）で開催されたの
が「ୈ3�回大ࡕモーターサイクル
ショー2023」です。
　国内二輪車メーカー�社をはじ
めとする116の企業・ஂ体が合ܭ
277୆を出展し、前年ൺ2ഒ௒とな
る7ສ5138ਓが来場しました。౦
԰の展示会にઌ駆け、国内ݹ໊、ژ

初൸࿐の新型車も਺多く用意されま
した。
　大ࡕにଓき、３月2�ʙ26日には
౦ژビッグサイト（౦ژ౎ߐ౦۠）
で「ୈ50回౦ژモーターサイクル
ショー」が開催され、աڈ最多とな
る166の企業・ஂ体が出展しまし
た。会場には56�୆もの車両が展示
され、22年の前回実੷を12.7ˋ上
回る13ສ�100ਓが来場しました。
　４月̓ʙ̕日には、愛知ݝ国ࡍ展
示場（AicIi SkZ Expo、愛知ݝ常

େࡕw౦ژw໊ݹ԰Ͱ։࠵
ೋྠ車ͷࡇయɺ
ϞーλーサΠΫϧγϣー͕
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԰モーターサݹ市）で「ୈ2回໊׈
イクルショー」が開催されました。
展示エリアを前回の1.6ഒに広げ、
出展者਺も前回（100者）を上回る
115の企業・ஂ体が出展しました。
　来場者਺は�ສ2355ਓと前回を
17.0ˋ上回りました。ライダーの
すそ野を広げるため、前回にଓき高
、ੜҎԼの学ੜやোがい者のほかߍ
ঁ性のೖ場も無料とし、家଒連れ
やঁ性も多く来場しました。2回目
の開催で౦ژ、大ࡕに次͙二輪車

ショーとしてਁಁしてきました。
　多くの新型車が൸࿐された中で、
今年、特に஫目されたのは、ए者
やঁ性が৐りやすい125ʙ�00cc
のモデルです。ヤマハ発動機は、
「ˌ:AMAHAではじめるバイクラ
イフ」「ˌあつまれヤマハ৐り」
をテーマに掲げ、2023年内に市ൢ
༧定の「:ZF-̧15」（155cc）
「:ZF-̧125」「MT-125」
「XSR125」（いͣれも125cc）
の�車種を公開しました。同社はこ

の排気量ଳのラインナップはスクー
ターのみでしたが、よりファンなཁ
素がڧいスポーツモデルを発ചし、
ए年૚や新しく໔ڐを取得したਓの
選択肢を増やします。ヤマハ発動機
ൢചのদԬ大࢘社長は、౦ژ開催で
のプレスカンファレンスで「バイク
ブームを一ա性に終わらせない。よ
りख軽にָしんでもらえるようにし
たい」と新型車౤ೖのૂいを説໌し
ました。
　バイクライフのೖりޱになるモデ

▲ઌਞを੾ͬͯ開催͞Εた大
モーターαイクルシϣーࡕ

▲ϔルメットやウエアなど、
バイク用品のメーカーもଟ数

出展（大ࡕ）

▲౦ژモーターαイクルシϣ
ーには14万人ۙくが来場

▲ॳ日͔Β೐Θ たͬ大ࡕ　来場者数は前回の̎
ഒ௒
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ルとしては、カワサキモータースも
「ELIMINATOR」（�00cc）を໿
15年ぶりに෮活させることを発ද
しました。ローˍロングなಠ特のデ
ザインに加え、同社のモデルの中で
も、シート高が735NNと低く、足
つきが良いことが特௃です。展示ス
ペースには、08年のੜ産終了前を
ջかしΉベテランライダーが目ཱっ
た一方、特௃的なデザインを新઱に
感じる10ʙ20ࡀ代とみられるए者
も多く集まりました。
　ホンダが展示したスクランブ

ラーモデル「CL250」も、ྺ࢙
あるプロダクトブランドの一つで
す。「CL」ブランドはもともと
1�62年にੜ産を開࢝した「ドリー
ムCL72スクランブラー」で使わ
れ࢝めた໊শで、2002年まで、
さま͟まなモデルに使用されてき
ました。ホンダは250ccクラスに
は、スクーターのほか、クルーザー
型の「レブル250」やオフロー
ド車「CRF250L」、スポーツ車
「CBR250RR」などをラインナッ
プしていますが、֗৐りからツーリ

ングまでを意ࣝしたスクランブラー
モデルを新たに加え、ए年૚ユー
ザーも取りࠐみたい考えです。
　二輪໔ڐの取得者਺（大型二輪、
ී通二輪、ݪ෇の合ܭ）は1�年か
ら3年連ଓで増加し、21年は38ສ
1�7�݅（同10.2ˋ増）になりま
した。特に増加཰が高いのはঁ性
と20ࡀ代のए者です。二輪車メー
カーは、扱いやすいエントリークラ
スを֦ॆするとともに、ライディン
グスキルをཆえるڭҭやバイク஥間
を増やせるイベントなどにも積極的

▲ॳ日͔Βଟくの来場者が٧
め͔けた໊ݹ԰モーターα

イクルシϣー

どものి動バイクମ験ࢠ▲
（԰ݹ໊）もࣨڭ

▲ヤマハはഉ155ྔؾDD、
125DDの新型車４車छをެ

開

▲�ि຤は԰֎で
ࢪ৐会を実ࢼ
（԰ݹ໊）
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に取り組Ήことで、新نライダーが
安心して二輪車をָしめる環ͮڥく
りをਪ進しています。
　中ڃ者から上ڃ者向けの新型車
も多਺、൸࿐されました。スズキ
ブースの目ۄになったのが、今
回のショーで国内ಋೖを発දし
たストリートバイク「GSX-8S」
（800cc）です。軽量・コンパク
トなエンジンに、出力特性やトラク
ションコントロールを選択できる機
ೳを搭載し、さま͟まな走行シーン
や幅広いスキルのユーザーに対応し

たことが特௃です。
　スズキは、このモデルとともに、
スポーツアドベンチャーツアラー
「̫ストローム800DE」の国内ಋ
ೖも発දしました。アドベンチャー
タイプの新型車としては、ホンダも
新型車の「XL750トランザルプ」
を公開し、５月25日に発ചすると
発දしました。両社によると、アウ
トドアブームのྲྀれもあり、アドベ
ンチャータイプのਓ気は高まってい
るようです。
　このほか、カーボンニュートラル

（Թ室効果Ψス排出実࣭ゼロ）に向
けたモデルとして、ホンダがݸਓ
ར用を想定した電動バイク「EM1
̴ɿ」を展示。これまで๏ਓ向けの
みに展開していた電動バイクをݸਓ
向けにも広げ、電動二輪車のීٴを
進めていく考えです。

ʲ速報 大rࡕモーター
サイクルショー2023

▲カϫαキは「E-*M*NAT
OR」の෮׆を発ද

▲ホンダは新型車「C-250
」を展示

▲スズキは「(SX-8S」のࠃ
಺での発ചを発ද

▲ి動スクーター、ホンダ「
EM̍e�」
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▼マツダブースでは「RX-�」を展示

　今年で1�回目となった「NoTtalHic 
2daZT」（ノスタルジック・ツー・デイズ）
が、̎ 月18、1�日にパシフィコԣ඿（ԣ
඿市੢۠）で開催されました。਺多く
のچ車が展示されるこのイベントは、
見てָしΉだけでな

く、展示車両をߪೖすることもでき、毎
年、چ車ファンが大੎集まります。今年
は自動車メーカーやچ車ൢചళなど
150社が出展。特別展示や各種イベン
トも開催し、特別展示を含め合230ܭ

୆の車両が展示さ

れました。来場者਺はࡢ年（2ສ�8�2
ਓ）を22.1ˋ上回る３ສ6513ਓとա
。最高となりましたڈ
　会場内で特に目をҾいたのは、
イベントのイメージ車両となった
「トヨタ2000GT」（後期型）で
す。1�67年10月のୈ1�回౦ژ
モーターショーにొ場したショー
カーをイメージさせるۚ色の車
体が異࠼を์ちました。特別展示
「日産スポーツカーのมભ」で
は、「NISSAN GT-R 」（2023

　４月2�日は「ত࿨の日」で͢。60年Ҏ上ଓ͍たত࿨の࣌代は、日ຊ
の自動車産ۀが大きく発展した࣌代でも͋りました。マイカーブームの
ઌۦけとなͬた車や、機ೳඒ͋;Εるスϙーツカーなど、ੑݸతなデβ
インの車が数ଟくొ場し、今でも໊車としͯޠりܧがΕ͍ͯま͢。今回
は̎ͭのچ車展示イベントの໛༷͔Β、͜の࣌代の車をৼりฦりま͢。

లࣔΠϕϯτͰৼりฦΔंچ

「ত࿨のं」
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▲�今回のイベントのイメージ車྆
「トヨタ2000(T」

▼ಛผ展示「日産スϙーツカーのมભ」

▲�今回のイベントのイメージ車྆
「トヨタ2000(T」

▲�͍ ͢ʎ৐用車ઐ໳ళのブースには「ベレット1600(TR」

年式）と「フェアレディZ」（22
年式）の日産の2大スポーツカーが
ฒびました。
　日産モータースポーツˍカスタ
マイズ（ԣ඿市௽見۠）のNISMO
（ニスモ）は、「スカイライン
GT-R（R3�型）」のチューンアッ
プ車を出展しました。ブースには
ϔリテージパーツも展示し、چ車
を৐りଓけたいファンの心をଊえ
ました。マツダは「マツダRX-7」
と、そのレストア途中のボディを
展示し、来場者の関心をҾいてい
ました。また、いすゞ৐用車専
໳ళのブースには、「ベレット
1600GTR」がొ場しました。

　会場には1�80年代のハイιカー
ブームをけんҾしたトヨタ「マーク
ᶘハードトップ グランデ ツインカ
ム2�」（1�86年式）や、スキー
ブームでਓ気となったトヨタ「セ

リカ2000GT-FOUR」（1�87年
式）など、਺多くのত࿨の車が展示
され、会場は車がए者のಌれだった
時代にタイムスリップしたงғ気に
แまれました。
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▲աڈ最ଟの出展者数となͬたΦートモϏルカウンシル

▲日産は最新のEV͔Βջ͔しの໊車までを展示

　４月1�ʙ16日には「AUTOMOBILE 
COUNCIL 2023」（オートモビルカウ
ンシル）がນுメッセ（ઍ༿市ඒ඿۠）
で開催されました。֎国車を中心とし
たϔリテージカーが100୆Ҏ上ฒ
ぶこのイベントですが、最ۙでは自
動車メーカーが新型車を൸࿐するこ
とも増えました。その結果、൒世ل
Ҏ上前にੜまれたクラシックカーか
ら1�80年前後ʙ2000年代初಄の
いわΏる「ヤングタイマー」、そし
て最新のモデルまでが会場にଗい
ます。今年はաڈ最高の102社が
合170ܭ୆の車両を展示し、3日間
の来場者਺は前年を2�.��上回る
３ສ���3ਓとなりました。
　16年に࢝まったオートモビルカ
ウンシルは今年で̔回目を迎えま
した。今年のテーマは「ClaTTic 
MeetT Modern and Future」（ク

ラシック・ミーツ・モダン・アン
ド・フューチャー）で、自動車メー
カーも４社が16ܭ୆の車両を展示
しました。
　日産自動車は2022年発ചの軽
自動車EV「日産サクラ」ととも
に、1�8�年式のコンパクトカー
「パオ」や�8年式のスポーツカー
「フェアレディ̯」を展示し、ए年
૚からシニア世代まで幅広い年ྸ૚
の車好きが共にָしめるۭ間をつく
りました。
　「マイカーへの愛৘」をテーマと
したトークイベントも開催しまし
た。パオとフェアレディ̯の̎ਓの
オーナーとともに、日産がレストア
した�0年式「セドリック シーマ」
のオーナーでもあるঁ優のҏ౻かͣ
えさんが参加。３ਓは愛車との出会
いやオーナーだからこそ気෇けるັ

力についてޠりました。
　 マ ツ ダ が 国 内 初 ൸ ࿐ し た の
が、発電用にロータリーエンジ
ンを搭載したプラグインハイブ
リッド車（PHEV）「MX-30 e 
-S,:ACTIV ̧-EV」です。マツダ
のシンボルでありながら、2012年
にੜ産を終了したロータリーエンジ
ンですが、プレスカンファレンス
で੨ࢁ༟大取క໾専務ࣥ行໾員が
「ロータリー車のお٬さまやファン
の方ʑを裏੾ってはならない使໋感
がある」と話したように、٬ސとの
ឺのためにマツダの技術ਞがڧい意
。でોらせたモデルですࢥ
　新型車は小型で高出力なロータ
リーエンジンを発電専用に使用し、
PHEVの性ೳを高めました。日本
でも発ചする༧定で、੨ࢁ取క໾は
「電ܽを心配することなく、モー
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▲ϔリテージカーൢചళブースに出展͞Εた「トヨタスϙーツ800」▲ロータリーエンジンで発ి͢る「MX-30」のPHEVをࠃ಺ॳ披露

▲ホンダは࢛輪ࢀۀࣄೖ60प年をテーマに出展

▲�三菱はラリーやώルクラ
イムࢀઓ車྆と最新の
PHEVやEVを展示

ター駆動ならではの、意のままの走
りをָしんでいただける」と紹介し
ました。
　このほか、マツダブースでは水素
ロータリーエンジンの「RX-̔ハイ
ドロジェンRE」や、性ೳをҡ࣋した
上で燃අを�0ˋ改ળし、ত࿨51年
度排出Ψスن制をクリアした「コス
モAP」も展示し、ロータリーエンジ
ンならではの֦ு性をੜかした、さ
ま͟まな可ೳ性に௅ઓしてきたྺ࢙
を఻えました。
　1��8年の૑業から75प年、そし
て1�63年の四輪事業進出からは60
年目を迎えたホンダは、このࠒの開
発者や会社を支えてきたਓʑの৘熱
をະ来に఻えようと、「1�62年、ホ
ンダ四輪車進出前໷」というテーマ
展示を行いました。ブースでは౰時
の車両開発風ܠや62年の「ୈ̕回全

日本自動車ショー」のࣸਅを展示す
るとともに、四輪開発の源ྲྀとなる
「ୈ３研ڀ課」஀ੜൿ話や、四輪事
業参ೖにかけたࢥいをパネル展示で
つͮりました。
　開発を行いながらも発ചにはࢸら
なかった「スポーツ360」と、ཌ年
にホンダ初の四輪車として発ചした
「T360」の車両̎୆も展示し、౰時
をջかしΉ来場者の関心をҾきまし
た。広報෦ 商品・技術広報課の三Ӝ
ओ೚は、「౰時の四輪事業参ೖؽݩ
に向けた会社の੎いや車両開発に携
わったエンジニアたちのࢥいを来場
者に఻えたかった」と話しました。
　初出展となった三菱自動車は、
PHEV「アウトランダーPHEV」
や軽EV「e,クロスEV」といった
最ઌ୺の電動車や、モータースポー
ツに参ઓした車両など５ܭ୆をฒ΂

ました。アジアクロスカントリー
ラリー参ઓ車両や201�年のパイク
スピーク・インターナショナル・
ώルクライムに参ઓした「MiEV 
Evolution III」を展示し、50年Ҏ
上にわたるモータースポーツ活動で
培った四輪駆動技術のྺ࢙を紹介し
ました。
　਺多くのϔリテージカーൢചళ
のブースには、ߪೖできるچ車が展
示されました。日本の車では「トヨ
タ スポーツ800」（1�6�年式）、
「トヨタ カローラレビン」（1�73
年式）、「ダットサン フェアレディ
（1�6�年式）、「日産スカイライン 
2000 GT-R」（1�72年式）など、
ত࿨の時代に一世を風ᴆした໊車が
ฒび、きれいにレストアされたエン
ジンルームのࣸਅをࡱる来場者の姿
もみられました。
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　スーパー耐久シリーズ（̨耐）の
「 ୈ 2 ઓ  N A P A C ෋ ࢜ S U P E R 
TEC2�時間レース」が５月26ʙ28
日、෋࢜スピードウェイ（੩Ԭݝ小ࢁ
ொ）で開催されました。市ൢ車をベー
スにした国内最高ๆのレースであ
る̨耐の中でも、とりわけ஫目度が
増しているのが開発車両向けクラス

　自動車の୤୸ૉがٸがΕるத、ి動ԽとฒΜで注目͞Ε͍ͯるのが
カーボンニュートラル೩ྉ（CNF）で͢。自動車メーカーは೩ྉ会社と
ともにڀݚに取り組Μで͓り、レースでの使用が࢝ま͍ͬͯま͢。य़に
開催͞Εた࢛輪のスーパー଱ٱシリーズや二輪のશ日ຊロードレースબ
खݖでの༷ࢠを͓఻͑しま͢。

カーボンニュートラル燃料

Ϩーε͸ʮ૸る࣮ࣨݧ � ʯ
෋ؒ࣌��࢜Ϩーε

「ST-Q」です。今回は新たに本田技
研工業がCNFを使用したマシンで参
ઓしたほか、トヨタ自動車はӷ体水素
を使用した車両を世界で初めてサー
キットで走行させました。2�時間耐
久というݫしい৚݅に׶えて௅ઓし、
カーボンニュートラル（CN）の技術を
ຏきました。
　ST-Qクラスは、2021年シーズン
に新設されたカテΰリーです。自動車
メーカーの開発車両など各クラスに
֘౰しない車両で、スーパー耐久機ߏ

（STO）がೝめた車両が参ઓするク
ラスです。こうしたレースは世界的に
もあまりྫはなく、各社がCN技術を
ຏこうとしのぎを࡟っています。
　今回の2�時間耐久に参ઓした自動
車メーカーは５社です。中でも஫目を
集めたのはӷ体水素で走行したトヨ
タの「水素エンジンカローラ」です。
これまでは70メΨパスカルにѹॖし
た気体水素を使用していましたが、１
回のॆてんで走行できるڑ཭の୹さ
が課題でした。このため、気体にൺ΂
体積が800分の１のӷ体水素を使用
する準備を進めてきました。結果は׬
走。給水素や౰初から༧定していた
෦品交࡞׵業の時間をڬみながら2�
時間で358पを走り੾りました。
難ࠔるまでにはさま͟まなࢸ走に׬　

レースで実証
▲ӷମਫૉで૸ߦした「ਫૉエンジンカローラ」
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カーボンニュートラル燃料

もあったといいます。ӷ体水素を燃料
とした水素エンジンカローラは౰初、
３月にླࣛサーキットで開催されたS
耐ୈ１ઓに出場する༧定でしたが、事
前のテスト走行で水素࿙れによるՐ
が発ੜしܽ場しました。このため今ࡂ
回は水素配؅をエンジンの高Թ෦か
らԕ͟けるなどの対策を施し、トラブ
ルなく׬走することに成功しました。
　ӷ体水素にしたことでߤଓڑ཭は
大幅に改ળしました。気体水素の場
合は໿10पごとにॆてんのために
ピットインするඞཁがありましたが、
今回のレースでは最大16पまで৳
ばすことができました。ӷ体化によっ
てこれまではコース֎で行っていた
ॆてん࡞業をピットで行えるようにし
たことも時間୹ॖにつながりました。
　市ൢ化に向けてはまだまだ課題が
あります。開発ਞが今後の改ળ఺に
げるのが、水素タンクからӷ体水素ڍ
をঢѹしながらٵい上げるためのポ
ンプです。ӷ体水素はマイナス253
度ҎԼにอྫྷするඞཁがあります。
この௒低Թのաࠅな環ڥのため、2�
時間のレース中に̎度の交࡞׵業が
ඞཁでした。ॏ量増加のཁҼでもあ
るポンプの軽量化をਤるとともに耐
久性を向上していく方਑です。　
　水素Ҏ֎のCNFで走行するマシン
も増えています。今回参ઓしたのは、

▲ϐットでのӷମਫૉのॆͯΜۀ࡞の༷ࢠ

▲(R86

▲#RZ

▼シϏックタイプ̧
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トヨタ「GR86」やSUBARU（スバ
ル）「BRZ」、日産「フェアレディ̯ 」、
ホンダ「シビックタイプ̧」、マツダ

「MAZDA3」です。ホンダがCNFを
使用してST-Qに参ઓしたのは今回
が初めてです。こちらもす΂てのマ
シンが2�時間走りଓけることに成功
しました。いͣれも燃料の制御や車
体などに課題はありますが、参ઓを
ॏͶる度に知見を蓄積し、改良をଓ
けていく見通しです。
　22年からCNFでܧଓ的に参ઓし
ているトヨタやスバルによると、燃料
に最ద化した制御をຏく中で燃料に
求められる仕様が見えてきたといい
ます。現ࡏ使用しているCNFは、+IS 
発しش、にద合する燃料ですが֨ن
にくいことが課題だといいます。燃料

会社にレースを通じて見つかった課
題を఻えることで、CNFの開発につ
なげてもらう考えです。
　このように、S耐は自動車メーカー
各社がCN技術をڝい合う場である
一方、新しい技術を共につくる場で
もあります。そこで、22年に参ઓし
たメーカーの໾員やエンジニアの意
見交׵の場として「̨耐ワイΨヤクラ
ブ」が発足しました。サーキットでは
会ٞ室でスーツをணていては出てこ
ない話も出てくるのかもしれません。
　28日にはトヨタの࣏߃౻ࠤ社長と
̒月に社長にब೚するマツダのໟ᝷
勝߂取క໾専務ࣥ行໾員、スバルの
大࡚ಞ取క໾専務ࣥ行໾員の３ਓで
行ったラウンドテーブルでは、「CN
がメーカーの֞ࠜを取り෷った」（ໟ

᝷取క໾）、「ࠤ౻さんやໟ᝷さんの
チームともデータを共༗してCNを追
求する」（大࡚取క໾）、「̨耐での取
り組みは、日本の自動車産業全体で
多様性を࣋って動こうという取り組
み」（ࠤ౻社長）と話し、レースをきっ
かけにメーカー間で連携し、CNを目
指す考えが示されました。
　෋࢜スピードウェイにྡ接するトヨ
タ交通安全センターモビリタでは28
日、ENEOSが初めて合成燃料をࠞ合
したΨιリンでハイブリッド車「プリウ
ス」を走らせ஫目されました。会場に
はENEOSのᴡ౻໠社長のほか、太田
๪ߐ経ࡁ産業ল副大ਉらも訪れ、合
成燃料ීٴに向けた大きな一าをॕ
いました。モータースポーツを࣠にCN
を目指す取り組みが広がっています。

▲MAZDA３

▼ENEOSが実ࢪした߹੒೩ྉにΑる「プリウス」のデモ૸ߦ

▲フΣアレディ̯

▼�トヨタ、スバル、マツダの３社はه者向けの߹ಉラウンドテーブ
ルを実͔ࠨ）ࢪΒトヨタの࣏߃౻ࠤ社௕、スバルの大࡚ಞ取క໾
ઐ຿ࣥߦ໾һ、マツダのໟ᝷উ߂取క໾ઐ຿ࣥߦ໾һ
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ੈքॳ èೋྠϨーεʹ
カーボンニュートラル೩ྉ

　二輪車のレースでもCNFの使用が
まっています。全日本ロードレース選࢝
खݖの最高ๆクラスである+SB1000
で世界の二輪レースにઌ駆け、CNFを
使用しました。国内二輪車メーカーも
技術的、経ࡁ的支援を通じてCNの実
現に貢献していく考えです。
　４月１、̎ 日にモビリティリκートも
てぎ（ಢ໦ݝໜ໦ொ）で開催された
ୈ１ઓ。+SB1000のレースが࢝まる
と、サーキットにはීஈとは異なるಠ
特の೏いがඬいました。೏いのਖ਼体
は、今シーズンから使用がٛ務化さ
れたಠハルターマンŋカーレス社の
燃料「ETS　Renewabla[e NiIon 
R100」。২෺ごみや໦ࡐチップなど
のバイオマスをݪ料とし、化ੴ༝来

のݪ料を一੾使用していない特घな
燃料です。
　二輪のレースではMotoGPが25
年に�0ˋ非化ੴ༝来燃料を採用し
ますが、100ˋ非化ੴ༝来燃料を使
用するのは27年になる༧定で、+SB
はそれよりもかなりૣく採用を࢝めた
ことになります。
　大きな一าを౿み出した全日本
ロードレースですが、各チームとも
CNFの使用はまだまだख୳りঢ়ଶで
あるのが実৘です。ै 来のエンジン
をそのまま使用できるとはいえ、通常
のレース燃料とൺ΂ると燃えにくく、
఺Րܥの制御を最ద化するඞཁがあ
ります。
　課題の一つとݴわれてきたのがパ
ワーダウンです。最高時速300キロ
メートルにもなる+SB1000ですが、
シーズン開࢝前まではCNFによって
レースの୉ޣຯであるスピード感が

ࣦわれるݒ೦がありました。しかし、１
日の༧選でポールポジションを֫得
したヤマハのԬ本༟ੜ選ख、中ਢլ
シーズンのポールポジࡢ行選खはࠀ
ションタイムを上回るタイムを記࿥。
ܾ勝では̎回とも中ਢլ選खが優勝
しました。メカニックやドライバーの
技術によって、໰題をクリアできるこ
とを示しました。
　オイルがྼ化しやすいことやコス
トの໰題など、まだまだ課題の多い
CNFですが、世界のレースにઌ駆け
て採用したཧ༝について日本モー
ターサイクルスポーツڠ会（MF+）の
Ӆ岐直広ཧ事・事務ہ長は、「Ψιリ
ンを使用するモータースポーツに対
する風౰たりはڧくなっている。少し
でもૣく準備しておくඞཁがある」と
話します。モータースポーツの現場
で蓄積された知見をੜかし、二輪車
でもCNが進Ήことが期待されます。

▲今回のレースで使用したCNF

▼౰ॳのݒ೦を෷しΐくし、௨ৗの೩ྉとಉ౳のラップタイムでշ૸ ▼�ܾ উではヤマハフΝクトリーレーシングνームのதਢլߦࠀબखが
̎回とも༏উ
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　ୈ27回自動車安全技術国ࡍ会ٞ
（ESV国ࡍ会ٞ2023）が４月3ʙ
̒日、パシフィコԣ඿ノース（ԣ඿
市੢۠）で開催されました。ถ国運
༌ল道路交通安全ہ（NHTSA）、
国౔交通ল、経ࡁ産業লの共催によ
るもので、事務ہは日本自動車研
所（+ARI）が務めました。日本ڀ
での開催は2003年の໊ݹ԰Ҏ来、
20年ぶりとなり、展示会には自動
車メーカーも出展し、最新技術をア
ピールしました。
　ESV国ࡍ会ٞは世界ن模で行わ
れる自動車安全に関する།一の国ࡍ
会ٞで、̎年ごとにถ国、日本、Ԥ
ถॾ国などで開催しています。新型
コロナウイルス感છ֦大のӨ響で４

年ぶりの開催となった今回は、「次
の50年に向けたす΂てのਓのため
のઌ進的で公ฏな車両安全」がテー
マとなりました。ࢠどもや高ྸ者と
いった交通ऑ者อޢのための安全技
術や自動運転、ਓ工知ೳといった分
野の発දやٞ࿦が行われ、�日間で
20を௒える国から໿1�00ਓが参
加しました。
　初日に行われた全体౼࿦会は「エ
イジング・ιサエティ（高ྸ化社
会）」をテーマに行われ、日ถԤの
産業界代දや高ྸ者の運転特性など
の研ڀ者が意見を交わしました。こ
の中で国交লの野௡ਅੜ自動車ہ次
長は、ペダル౿み間ҧい時加速཈制
૷ஔなど、高ྸ者向け運転支援技術

のීٴに向けた取り組みを紹介しま
した。また、自工会安全技術・੓策
ҕ員会ҕ員の٢ᖒོ（日産自動車常
務ࣥ行໾員）が日本の自動車業界を
代දしてߨԋし、高ྸ者事故の実ଶ
とその๷止に向けた取り組みについ
て説໌しました。
　展示会では自動車メーカー各社が
ઌ進運転支援システムや自動運転の
取り組みを紹介し、多くの会ٞ参加
者が見学に訪れました。
　日産自動車は、ઌ進運転支援技術
「プロパイロット」を紹介しまし
た。高速道路での同一車ઢ内ハンズ
オフ走行を実現した「プロパイロッ
ト2.0」を搭載したEV/BEV「日産 
アリア」も展示し、来場者の関心を

「第27回自動車安全技術国際会議」が
20年ぶり日本で開催

ʢ&47ࡍࠃձٞ����ʣ

自動車メーカーも技術をアピール

▼会ٞの߹間にはଟくのࢀՃ者が展示会をֶݟ
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▲શମ౼࿦会では自޻会҆શ技術・੓ࡦҕһ会ҕһの٢ᖒོがߨԋ

Ҿきました。
　 ト ヨ タ 自 動 車 は 燃 料 電 池 車
「MIRAI（ミライ）」や電気自動
車（BEV）「bZ�X（ビーズィー
フォーエックス）」といった環ڥ対
応車の展示とともに、༧๷安全技術
「トヨタセーフティセンス」を紹介
しました。԰֎では「パーキングサ
ポートブレーキ」などの同৐体験会
を行い、会ٞ参加者らがシステムの
。動を体感しました࡞
　マツダは「ドライバー異常時対応
システム」を出展しました。ドライ
バーの異常を検知すると減速・停止
を自動で行い、高速道路では路肩退
避まで行うことができるシステムで
す。展示した「CX-60」でٙࣅ体
験できるようにしました。
　スバルは運転支援システム「ア
イサイト」の最新技術を紹介しまし
た。新型はステレオカメラに௒広֯
の୯؟カメラを組み合わせ、視野֯
を128度に広げました。ブースでは
この「新世代アイサイト」を搭載した

「クロストレック」を展示しました。
　ホンダはEV「ホンダe」を用
い、ϔッドライトによるද示や通信
技術、ਓのঢ়ଶ特性を೺Ѳする技術
によって、車とา行者、二輪車が૬
に道路交通上のリスクをೝࣝするޓ
技術を൸࿐しました。二輪車では新
型エアバッグや、車のADAS（ઌ進
安全運転支援システム）からのೝࣝ
を向上する技術を出展しました。
　三菱自動車はओ力市場である౦ೆ
アジアॾ国連合（ASEAN）地域の
交通事故を分ੳしました。ASEAN
ॾ国では多くの事故に二輪車が関
わっているといいます。このため同
社は二輪車とのিಥ事故を೦಄にஔ
いた安全技術の開発に取り組んでい
ます。
　スズキやダイハツ工業は、地域の
交通課題を解ܾするための自動運転
実証実験をそれͧれ紹介しました。
スズキは小型車「ιリオ」、軽ト
ラック「キャリイ」の自動運転実験
車両と多くのADAS機ೳを搭載した

軽自動車「ハスラー」の展示、紹介
を行いました。自動運転車はいͣれ
も「レベル̎」(特定৚݅Լでの自
動運転機ೳ)の自動運転ですが、将
来は「レベル４」（ݶ定地域での৚
݅෇き自動運転）を目指し、地域交
通、೶業の課題の解ܾをਤります。
　ダイハツは、神戸市๺۠の高ྸ化
が進Ή住宅地で行った実証実験に使
用した軽自動車「タント」の自動運転
車を展示しました。カメラとLiDAR
（ライダー）、GPS（全世界測位シ
ステム）などを搭載し、「レベル３」
（৚݅෇き自動運転）૬౰で๏定速
度（現地๏定速度は時速�0kN/I）
ҎԼで走行するものです。
　大型車メーカーではいすゞ自動車
が「商用車メーカーとしての安全の
考え方」「大型ˍ小型トラックの使
われ方」「商用車ならではの課題」
をテーマに出展しました。小型ト
ラックの新型「エルフ」を展示し、
進化൛のADASïઌ進運転支援シス
テムðも紹介しました。

「第27回自動車安全技術国際会議」が

▼自動車メーカー各社が最新の҆શ技術をアϐールした
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Ｊリーグ
30周年

日本サッカー支えた

自動車メーカー発祥チーム

▼αンフレッνΣ޿ౡは リ̟ーグで2012、13年࿈೼、15年も༏উした（ࣸਅは15年༏উ） ▼2010年に̟ ॳ̍༏উした໊ݹ԰グランパスエイト
　（ࣸਅఏڙɿ໊ ԰グランパス）⡥2015�S.FCݹ

⡥1��2�Y.MAR*NOS

Ϛπμ

αンϑϨονΣ広ౡ'�$

　サンフレッチェ広島F.Cは、1�38
年に૑෦した౦༸工業（現マツダ）
のサッカー෦が฼体です。̟リーグ
Ҏ前の日本サッカーリーグ（+SL）
に65年のୈ１回から参加し、68年ま
での４連೼を含め、+SL最多の優勝
５回をތる໊໳チームです。
　̟リーグ参加前の�2年にチーム໊

を現ࡏのサンフレッチェ広島に改শ
し現ࡏにࢸります。+1では2012、
13、15年に優勝し、一時代をஙきま
した。+SLと+リーグを合わせ̔ܭ
回の１෦リーグ優勝は、ࣛ島アント
ラーズとฒび国内最多です。

τϤλࣗಈ車

԰άランύスエイτݹ໊

԰グランパスエイトは、トヨݹ໊　

タ自動車のサッカー෦が฼体です。
源ྲྀは3�年に૑෦されたトヨタ自
動車工業（現トヨタ自動車）サッ
カー෦で、現ࡏのチーム໊になっ
たのは、̟リーグ参加前の�0年で
す。世界的に༗໊な؂ಜや一ྲྀ選ख
を֫得し、ັ力あるサッカーを展開
するのがこのチームの特௃です。߈
कともに高レベルのパフォーマンス
を発شし、2010年に൵ئの+1初
優勝を果たしました。

ඛࣗಈ車ࡾ

Ӝ࿨ϨοドμイϠϞンζ

শの「Ӝ࿨レッズ」が定ணしてݺ　
いるӜ࿨レッドダイヤモンズは、三
菱自動車のサッカー෦が฼体です。
源ྲྀは三菱ॏ工業のサッカー෦で

　2023年は1��3年5月15日に̟リーグ（日ຊプロαッカーリー
グ）の開ນઓがߦΘΕ͔ͯΒ30प年で͢。ࡏݱは+1͔Β+3までカテ
ΰリーが増͑、νーム数もશ60νームに֦大しましたが、ॳ年౓はΘ
͔ͣ10νームのリーグでした。「Φリジφル10」とݺ͹Εる͜の10
νームの͏ͪ4νームは自動車メーカーのαッカー෦が฼ମとし、ݱ
༂し͍ͯま͢。今回は自動車メーカーと̟リーグの各׆は5νームがࡏ
νームのؔΘりを紹介しま͢。
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▼ジュϏロ൬ాは2002年に前ظޙで༏উし׬શ੍೼（ࣸਅఏڙɿジュϏロ൬ా）

▲Ӝ࿨レッズは2006年に+1ॳ༏উ（ࣄ࣌） ▲横浜F・マリノスは1��5年に̟ リーグでॳ༏উ

⡥+U#*-O�*8ATA

⡥1��2�Y.MAR*NOS

すが、ઓ後のࡒൊ解体で1�50年に
三菱ॏ工が3社に分ׂされ、その一
つである中日本ॏ工業のサッカー෦
として同年に૑෦したのが࢝まりで
す。52年には「新三菱ॏ工業神戸
サッカー෦」に改শしました。
　その後、チーム໊は「三菱ॏ工
業サッカー෦」（6�年）、「三
菱自動車工業サッカー෦」（�0
年）、「三菱Ӝ࿨フットボール
クラブ」（�2年）とมભし、�6
年に現ࡏの໊শとなりました。
2006年には൵ئの+1初優勝を਱
げています。またAFCチャンピオ
ンズリーグにおいても、3度の優勝
をތります。

೔ࣗ࢈ಈ車

ԣ඿̛ɾϚリϊス

　2022年の+1で５度目の優勝を
果たしたԣ඿̛・マリノスは、日
産自動車のサッカー෦を源ྲྀとし

ます。1�72年૑෦、77年+SL
̎෦、7�年に同１෦にঢ֨しま
した。�2年にチーム໊を「日産
F.C.ԣ඿マリノス」に改শし、初年
度から̟リーグに参加しました。
　�3年の̟リーグ開ນઓは、+SL時
代に໊勝負を܁り広げたヴェルディ઒
࡚（現౦ژヴェルディ1�6�）との対
ઓが組まれ、国ཱڝ技場には໿̒ສਓ
のऺ؍が集まりました。このྺ࢙的な
一ઓではԣ඿マリノスが̎対１のٯ転
勝རを০りました。�5年に̟リーグ
で初優勝し、��年にはԣ඿フリュー
ゲルスと一つになりԣ඿F・マリノス
として新たなスタートを੾りました。
　　　

ϠϚハൃಈػ

δϡϏロ൬ా

　1���年から̟リーグでઓうジュ
ビロ൬田は、「ヤマハ発動機サッ
カー෦」が฼体です。72年に૑෦
し、౦ւ社会ਓサッカーリーグを経

て、7�年に+SL̎෦、80年に同１
෦にঢ֨しました。̟リーグの発足
をडけて�2年に࢝まったジャパン
フットボールリーグ（چ+FL）では
初代Ԧ者となり、同年にはチーム໊
を「ヤマハフットボールクラブ」に
改শしています。
　�3年にチーム໊を現ࡏの「ヤマ
ハFCジュビロ൬田」にܾ定し、ݺ
শがジュビロ൬田となりました。
�7年に̟リーグで初優勝すると、
��年に̎度目の優勝を果たし、
2002年には前後期とも優勝の׬全
制೼をୡ成しました。

　自動車メーカーのサッカー෦は、
日本のワールドカップ出場がເ෺ޠ
だった時代から、国内トップリーグ
でઓい、਺多くの日本代ද選खをഐ
出するとともに、̟リーグを੝りཱ
ててきました。今シーズンはͥひ、
各チームのྺ࢙とॏͶ合わせなが
ら、熱ઓをָしんでみてください。
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▲�ΦートキϟンプѪ޷Ոが各஍͔Β集߹

４年ぶり開催
「GO OUT ジャンボリー2023」

　車のָしみํのҰͭとし͍ͯࠜڧ人ؾが͋るアウトドアレジϟーがΦートキϟンプで͢。車やΦートバイにキϟンプ
ಓ۩をੵみࠐみ、大自વをຬ٤͢るٳ日のա͝しํは、日ຊでも͔ͬ͢り定ணしました。今回は４月にߦΘΕたキϟン
プのイベント「(O OUTジϟンボリー2023」（三ӫओ催）のࢀՃ者にΦートキϟンプのָしみํをฉきました。
　(O OUTジϟンボリーは、アウトドアフΝッシϣンࢽ「(O OUT」がओ催͢るアウトドアイベントで、キϟンプॳ৺
者͔Β、ιロ、カップル、フΝϛリーまで、୭もがָしめるキϟンプのイベントで͢。今年は４月21～23日の３日間、
෋ࢁ࢜࿢のキϟンプ場「;もとͬͺΒ」（੩Ԭݝ෋ٶ࢜市）で４年Ϳりに開催͞Ε、大੎のѪ޷ՈがSUVやϛニバン、
キϟンϐングカーなど͍ࢥ͍ࢥの車で๚Ε、ͦ ΕͧΕのٳ日をָしみました。

ハイエースで車中泊 デリカD:5でドライブも快適に

４年ぶり開催
「GO OUT ジャンボリー2023」

会場で聞いたオートキャンプの楽しみ

　౦ژ౎から家଒４ਓで訪れたԬ野大介さん（38）は年
に４、５回はキャンプに出ֻけるとݴいます。１年前、ト
ヨタ「ハイエース」の車中泊仕様車をߪೖし、「ఱީを気
にせͣ、いつでもキャンプに行けるようになった」と話し
ます。車中泊仕様の中でも、フルフラットタイプにしたの
で、家଒４ਓでの॓泊でもָだそうです。次は「フロント
グリルのカスタムをしたい」（Ԭ野さん）とのことでした。

　三ॏݝから三菱「デリカD:5」で訪れた小田׮೭さん
（�2）ファミリーは５回目の参加というベテランです。小田
さんも年に４、５回はキャンプに出ֻけるというアウトドア好
きの４ਓ家଒です。デリカに৐りସえたのは最ۙとのこと。
ディーゼルエンジンの৳びの良さにڻき、「ここまで৐り心
地が良いとはࢥわなかった」とຬ足そうです。「次にཉしい
のはルーフラック」と話していました。
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▼Φートキϟンプ人ޱは2021年に
増Ճに転͡た

「GO OUT ジャンボリー2023」

車選びは荷室広さにもこだわり 毎週末のソロキャンプが楽しみ

「GO OUT ジャンボリー2023」

　気の合う஥間同࢜のグループも਺多く見られました。ງ
さん（3�、左）の４ਓグループは、このイベントにはر優ޱ
今回が初めての参加でした。܈അ、ઍ༿、神ಸ઒の各ݝか
ら、それͧれの車にݸਓ用のキャンプ道۩を積んで訪れた
とݴいます。「キャンプ道۩がどんどん増えるため、車選び
では荷室の大きさにこだわっている」(ງޱさん)とのこと
でした。

　オートバイで訪れていたਓも少なくありませんでした。一ਓで
参加していたのは੩Ԭݝのただしさん（38）です。ιロキャンプ
を࢝めて３年目で、今では毎ि຤、オートバイでキャンプに出ֻ
けるのが しָみだそうです。車とҧい、バイクは荷෺の積載場所
がݶられるため、「荷෺をコンパクトにऩめるが大ม」と話します。

「Ӎで中の荷෺がೞれないようにする」ことも、オートバイでの
キャンプを しָく、շదにするために気を使うところだそうです。

　日本オートキャンプڠ会によると、オートキャンプ
参加ਓޱは新型コロナウイルス感છ֦大のӨ響によ
り2020年に一度མちࠐみましたが、21年は前年ൺ
23ˋ増の750ສਓと࠶び増加に転じました。初心者
やιロキャンプが増えていることや、シーズンがՆ中
心から、ळ・ౙに移っていることが最ۙの܏向です。自
વの中で心਎ともにリフレッシュできるオートキャンプ
のਓ気はこれからもଓきそうです。
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　自動車の大きなテーマになってい
るCNの分野では、電動化をはじめと
した取り組みを各社がアピールしま
した。
　トヨタ自動車は「プリウス」のプ
ラグイン ハ イブリッド車（ P H V /
PHEV）のカットモデルの展示をは
じめとし、多様な技術でCNを目指す
「マルチパスウェイ」の考え方をパネ
ル展示で解説しました。蓄電池、太陽
光発電、電動車をつなぎ、家全体に
電力を供給する住宅用蓄電池システ
ム「おうち給電システム」も紹介しま
した。
　日産自動車は電動パワートレイ
ン「Ｘ-in-１」を展示しました。モー
ター、インバーター、減速機、発電
機、増速機の5つをモジュール化し
たe-POWER用の「５-in-１」と、モー
ター、インバーター、 減速機の3つを
モジュール化したEV用の「３-in-１」
です。EV専用プラットフォームを採用

したEV「日産アリア」のカットモデル
も展示し、熱心に見学する来場者の
姿が見られました。
　本田技研工業は次世代FC（燃料
電池）を展示し、同システムを多用途
展開するコンセプトを紹介しました。
電池では難しい大型の商用車や建
設機械、発電機の電動化に貢献しま
す。ポータブルバッテリー「Honda 
Mobile Power Pack e:」による
バッテリーシェアリングや資源循環に

　自動車技術会は5月24～26日、パシフィコ横浜（横浜市西区）で「人とくるまのテクノロジー展2023　
YOKOHAMA」を開催し、自動車メーカーも出展しました。今年は３日間の来場者数が前年比46.1％増の6
万3810人（昨年は４万3665人）と想定の約４万人を大きく上回りました。メーカー各社はカーボンニュー
トラル（CN）に向けた取り組みや自動運転の最新技術などを披露し、来場者の注目を集めました。

人とくるまのテクノロジー展
2023 YOKOHAMA
人とくるまのテクノロジー展
2023 YOKOHAMA

関する展示も行いました。
　三菱自動車工業はPHEVをコア
とした電動車開発の取り組みをパネ
ル展示で紹介しました。PHEVを電
動化の中核に据え、ニーズに応じ、
HEVやBEVを展開していくという考
え方です。アジアクロスカントリーラ
リー2022で優勝した「トライトン」
のレプリカを展示し、得意の四輪制
御技術やラリーで培った耐久性もア
ピールしました。

カーボンニュートラル
への多様な技術

電動化や運転支援の最新技術で競演 !

▲トヨタ「プリウス」PHEVのカットモデル

▲�ホンダはFCシステムや自動運転技術
の次世代コンセプトを出展した

▲日産アリアのカットモデル

▲三菱「トライトン」（ラリーレプリカ）
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　交通事故ゼロ社会の実現やドラ
イバー不足対策として期待されて
いるのが運転支援をはじめとした
自動運転技術です。今回の展示会
では最新の運転支援技術や地域で
の自動運転実証実験の取り組みを
紹介しました。
　ホンダは、車が通信で全ての交通
参加者とつながることにより、「誰も
ぶつからない交通社会」を目指す安
全安心ネットワーク技術を紹介しま
した。ドライバーの運転負荷をさらに
低減する「Honda SENSING 360 
Next Concept」や、一般道も含め
たシームレスな移動を支援する運転
支援技術「Honda SENSING Elite 
Next Concept」のパネル展示も行
いました。
　日産は運転支援システム「プロパ
イロット2.0」のシミュレーターで、最
新の運転支援技術体験を実施しまし
た。マツダはドライバーの異常を検知
すると自動で減速・停止し、高速道路
では路肩退避まで行う「ドライバー異
常時対応システム」をパネルで紹介
し、同システムを搭載した「CX-60」
を展示しました。

　実証実験の取り組みを紹介したの
はダイハツ工業です。軽自動車「タン
ト」をベースに、カメラやLiDAR(ライ
ダー)、GNSS（衛星測位システム）を
搭載した自動運転車の実証実験を、
坂が多く、道幅が狭い神戸市の丘陵
住宅地で今年３月に行いました。
　スズキやSUBARUは新製品を展
示しました。スズキは新型軽商用車

「スペーシア ベース」を展示し、「マ
ルチボード」を使った車中泊やワー

ケーションでの活用を提案しました。
排気量800ccクラスの新型二輪車

「V-STROM 800DE」では、軽量
化による扱いやすさをアピールしま
した。スバルは新型「クロストレック」
を展示しました。同モデルには長時
間座っていても疲れない新開発シー
トを採用しています。骨盤を効果的
に支えるために追加した「仙骨ブラ
ケット」が見えるよう、カットモデルを
使って紹介しました。

進化する
自動運転技術

▲スバルは新型「クロストレック」を展示した

▲MAZDA「CX-60」

▲ダイハツが自動運転実証実験に使用した「タント」
▲�スズキは軽商用車「スペーシア ベース」や
二輪車「Ｖ-STROM 800DE」を展示
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　CNは大型車メーカーの課題でも
あります。展示会ではいす 自ゞ動車が
17年ぶりに全面改良した小型トラック

「エルフ」を展示するとともに、初め
て設定したEVモデルやホンダのFC
技術を採用した大型FCトラックにつ
いても、パネル展示で紹介しました。
　日野自動車はEVトラック「日野デュ
トロZ EV」を展示しました。BEV専
用シャシを見ることができるよう荷室
の床をシースルー化した展示用車両
です。前輪駆動モジュールも展示し、
電動化技術をアピールしました。
　UDトラックスはオンラインで出
展を行い、大型トラック「Quon(クオ
ン)」に搭載した「UDアクティブステ
アリング」などの運転支援システムを
紹介しました。また自動化・電動化の
将来ビジョン「Fujin & Raijin（風神
雷神）―ビジョン2030」などの紹介
や、各種製品の動画を公開しました。
　自動車メーカーなどへの供給を
目的とした製品・技術ブランド「αlive

（アライヴ）」を展開するヤマハ発動

機は、同ブランドの４製品を展示しま
した。初めて展示したのは小型・軽量・
ハイパワーが求められるドローンな
どへの搭載を想定する、エンジンと
モーターを組み合わせたシリーズハ
イブリッドシステム「αliveRX」です。
将来的には合成燃料の対応も視野

に開発を進めます。水素エンジン「α
liveH2E」を搭載した可搬式発電機や
ユニバンスと共同開発したEV駆動ユ
ニット「αliveEE」、専用音響LSI内蔵
のコントロールユニットと専用スピー
カーで走行音をチューニングする「α
liveAD」も展示しました。

大型車メーカーも
EVを紹介

▲新型「エルフ」

▲�日野は小型EVトラック
　「日野デュトロZ EV」を出展

▲ヤマハ発動機は新製品・技術ブランド「αlive」の製品を展示

▼�UDトラックスは「UDアクティブステアリング」
などの最新技術を紹介
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　今年度から広報へ異動になり、こ
れまで広報関連業務に直接携わる経
験があまり無かったことから私にとっ
ては暗中模索のスタートになりまし
た。そんな広報のノウハウも分からな
い中での最初の大きな仕事は、G7広
島サミット開催に合わせて、現地での
自動車業界からのカーボンニュート
ラル（CN）に向けたメッセージ発信
およびメディア対応でした。
　広島市民球場跡地である「ひろし
まゲートパークプラザ」で開催された
今回の催しは、野球好き、特に広島

カープファンの私にとってプライベー
トでも何度も訪れたことがある場所
でとりわけ感慨深いものがありまし
たが、会期中は対応に追われ右往左
往する毎日でした・・・。
　自工会会員各社から多種多様な
選択肢（車両）を展示し日本のCNに
向けた取り組みについて積極的にア
ピールを行い、自工会副会長が一堂
に会する一大イベントになったことも
あって今回のイベントは多くのメディ
アにも取り上げられ、結果として成功
裏に終了し安堵したところです。現地

企業であるマツダは、ウクライナのゼ
レンスキー大統領のG7サミットへの
電撃来日に併せて、ウクライナ国旗
に寄り添う配色を施した特別仕様車
を準備してお出迎えしました。
　少し話が逸れましたが、今号では
上記のG7関連特集のほか旬なコン
テンツを多岐に渡って掲載しており
ますので、是非ともご一読いただけ
れば幸いです。
　今後も皆様にご愛読いただけるよ
う編集者一同努力して参ります。　

H.S.

日本のCNに向けた取り組みについて
積極的にアピール
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安全は、
ワタシが、つくる。

自工会
横断歩行者保護
啓発プログラム

特設ページ
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